
木質バイオマスエネルギー利用促進協議会　　供給部会　資料

高知県林業振興・環境部　木材産業課

平成22年11月24日（水）平成22年11月24日（水）平成22年11月24日（水）平成22年11月24日（水）
13:30～15:3013:30～15:3013:30～15:3013:30～15:30

◆◆◆◆
森林技術センター
会　議　室会　議　室会　議　室会　議　室

Ⅰ，ペレットの品質・分析について（森林技術センター）

Ⅱ，チップ、薪の流通体制整備、コストについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（メンバーからの情報提供)

Ⅲ，その他

資　　　　　　　　　　　料資　　　　　　　　　　　料資　　　　　　　　　　　料資　　　　　　　　　　　料



径/長さ(mm) 7.0 14 8.0 17 7.0 16 6.1 13 6.0 14

規格内/区分 96% ２ 100% ３ 100% ２ 98% １ 94% 基準外

kg/ｍ3

(%)／区分 0.63 １ 0.69 １ 1.37 ２ 0.19 １ 0.77 １

(%)／区分 5.6 １ 6.2 １ 3.6 １ 6.1 １ 6.8 １

到着 全乾 到着 全乾 到着 全乾 到着 全乾 到着 全乾

ＫＪ 20,000 21,000 19,500 21,000 19,500 20,500 19,500 21,000 19,500 21,000

Ｋｃａｌ 4,800 5,000 4,700 5,000 4,700 4,900 4,700 5,000 4,700 5,000

ＫＪ 18,500 19,500 18,000 19,500 18,000 19,000 18,000 19,500 18,000 19,500

Ｋｃａｌ 4,500 4,600 4,400 4,700 4,300 4,500 4,300 4,700 4,300 4,600

(%) 0.39 0.43 0.41 0.44 0.36 0.39 0.24 0.26 0.13 0.14

＊発熱量は熱力学カロリー（1cal＝4.184J　）を使用した。
＊全乾ベース灰分量は状態調節後含水率から推定した。
＊低位発熱量換算は木材水素含有量6%を使用した。

参考

Ｗ

灰分

粉化度

湿量基準含水率

発熱量
高位

低位

Ｂ Ｂ Ｗ W

寸法

かさ密度 730 760 710 720 670

原料

木質ペレット物性試験成績表

製造業者名 Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社 Ｅ社

１、寸法測定

　　ペレットの寸法をノギスで測定する。直径（精度：0.1mm）と長さ（精度：1mm）を測定。
　　　寸法区分１　：　直径6mm以上7mm未満かつ長さ25mm以下のものが95％以上
　　　寸法区分２　：　直径7mm以上8mm未満かつ長さ25mm以下のものが95%以上
　　　寸法区分３　：　直径8mm以上、かつ長さ25mm以下のものが95%以上

４、含水率測定
　　JIS Z 7302-3に準じて試験を行う。ただし乾燥温度は105℃±2℃とする。
　　　　含水率区分１　：　10.0%未満
　　　　含水率区分２　：　10%以上15.0%未満

６、灰分測定
　　JIS Z 7302-4に準じて試験を行う。灰分定量マッフル炉により試験を行う。
　　　　灰分区分１　：　1.0%未満
　　　　灰分区分２　：　1.0%以上2.0%未満
　　　　灰分区分３　：　2.0%以上8.0%未満

５、発熱量測定
　　JIS Z 7302-2に準じて試験を行う。
　　　　高位発熱量として16.9MJ/kg（4,037kcal/kg）以上(旧計量法カロリー）
　　　　熱力学カロリーでは16.9MJ/kg（4,039kcal/kg)

２、かさ密度測定

　　JISｚ7302-9に準じて一定の容積（容積５リットルの測定容器）に含まれるペレットの重量を測定し、１ｍ
３
当たりの質量に換算する。

             基準値は550ｋｇ/m
3
以上

３、粉化度測定
　　JISZ7302-10に準じて木質ペレット5kgをビニール袋に詰め2mの高さから4回落下させ、2.8ｍｍのふるいで粉化した割合を測定する。
            粉化度 区分１　:　1.0％未満
　　　　 粉化度区分２　：　1.0％以上2.0％未満
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ペレット品質規格に関する情報                    2010.10.8 

日本木質ペレット協会（電話による聞き取り） 

 

・今年度内に協会独自の規格を作る。 

・直径について 

  現規格では 3段階としているが、６ｍｍ±１、８ｍｍ±１で検討中 

  ダイス径より小さいものはできないとされている。 

  基準値とはしない。 

  

・長さについて 

  ２５ｍｍ以下→３０ｍｍ以下 最大でも４０ｍｍ以下で３０ｍｍ以上が１％以下とい

うことで検討中。 

  長さに下限値をつくる。 

   

・粉化度 

  落下試験による試験は壊れやすさの試験であるため、今後は微粉率と機械的耐久性の 2

本立てで検討中。 

微粉率は紛れ込んでいる微粉の割合を計測する。 

機械的耐久性は輸送段階の粉化度を計測するもので回転容器等による測定方法を検討

している。 

 

・原料区分 

  原料での区分は見直し、灰分等測定数値でクラス分けすることを検討中。 

・金属成分についても基準値をつくる方向で検討する。 

 

・今回の規格はヨーロッパの EN 規格を参考としている。EN は ISO に移行する方向なの

でできるだけそれに沿った規格を作る方向で検討している。 

 

・今月 19日に検討会議を予定しているので意見があれば電子メール等で言ってもらいたい。 

 

 



■バイオマス資源利用の考え方 ＜参考＞＜参考＞＜参考＞＜参考＞
　
　　○適材適所で利用を推進

・条件：利用形態、利用規模、燃料供給源の距離等立地条件
　　

　　○木質バイオマスエネルギー利用促進協議会
・今年度5月に設置　バイオマスに関して課題協議、情報共有
・バイオマス供給者、利用者、ボイラーメーカーなど関連事業者、行政
・木質バイオマスの利用形態（ペレット、チップ、薪など）ごとの採算性の検討
・適材適所で地域産エネルギーの利用を進める

　　○チップとペレットの比較

チップチップチップチップ ペレットペレットペレットペレット

製品価格＋輸送費製品価格＋輸送費製品価格＋輸送費製品価格＋輸送費

10～15円/kg
※含水率によって変化
※含水率100％で10円/kg
※含水率50％で15円/kg

約40円/kg
（含水率10％）

熱量熱量熱量熱量
（含水率に比例）（含水率に比例）（含水率に比例）（含水率に比例）

含水率100％　2,023kcal/kg
含水率50％　2,897kcal/kg

4,169kcal/kg

製品の規格化製品の規格化製品の規格化製品の規格化
難
※含水率の管理・形状安定が難
しい。

易
※製品規格化が可能
※均一な性状

輸送コスト輸送コスト輸送コスト輸送コスト
保管コスト保管コスト保管コスト保管コスト

高
※体積が原木の2.7倍
※チップのまま放置すると含水
率が上がる
※運送・保管コストが高いた
め、利用は近辺に供給業者があ
る場合に限定される。

低
※輸送、保管・個別配送が必要
な箇所に適する

利用機器価格利用機器価格利用機器価格利用機器価格

高
※均一でない性状（形状、含水
率）の燃料に対応するため機器
大型化、複雑化
※燃料保管庫が大きい
※50万kcal7,000万円
（岩手県事例、機械4,800万
円、周辺設備2,200万円）

低
※50万kcal2,600万円
（県内事例、機械・サイロ）

機器設置機器設置機器設置機器設置
必要面積必要面積必要面積必要面積

大
※16m×20m（岩手県事例）

小
※5m×4.3m（県内事例）

ハンドリングハンドリングハンドリングハンドリング
中
※含水率の管理・形状が安定し
ないとハンドリングが悪い。

易
※均一な規格品であるため、ほ
ぼ重油と同等の操作性

熱利用の規模熱利用の規模熱利用の規模熱利用の規模

大
※利用機器が大型で高価格であ
るため大規模な利用先が必要

小～大
※利用機器が小型で低価格であ
るため、いろいろな場合に対応

※供給者から見ると、生産コストが低く、地域のものが利用される可能性の高い（輸送コストが高いた
め）チップが有利だが、利用条件が限定される。
※利用者から見ると、設備費が安くコンパクトで、ハンドリングが良いペレットが有利だが、製品価格が
高くランニングメリットは小さい。
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パイオマスガス化燃焼ボイラー
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ガラフアイアーは木質バイオマスを2次4t hさせることで 高 効率に熱エネルギー

を発生させる木貿′ヽイオマス水イラーです これまて有償処理されていた末利用

木質バイオマスが "ツ フテイテーによってエコエネブレイーに生まれ変わります

温lr施段 ビニールハウス 寝場 枚場 学校 ―織住宅など煎昴用途は蕉限です

木質′ヽイオマス郷 は カー水ンニュートラブレのためC02,:出 はゼロカウント
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パイオマスガス化燃焼ボイラー

ガシファイアー

TAY 1200

●主な仕様
=卑 ゆ 口ると'W内 tu幻 卜J缶 ,ま す

型 式 TAY」 200

定 格 出 力 65K"～ 75Kw 56,000kcat～ 65,000kcaVh

燃 料 消 費 エ 18k=～23kyh(合水率20略〉

投 入 ロ サ イ ズ 540(幅 )X350(高 さ)mm

丸 太 最 長 1,100(長 さ )mm

定 格 100V 50/60Hz

消 費 電 カ 300、v

フ ァ ン モ ー タ 容 量 24V40w

寸 法 916(幅 )Xl,855(高 )X2,048(長 )mm

本 体 ヨ 曇 11580kg

ポ イ ラ ー 内 水 ■ 500L

推 奨 貯 湯 タ ン ク 容 量 41000L

ポイラー循環水継ぎ手 32A

給 水 用 継 ぎ 手 lSA

若 火 方 式 手動

本 体 据 付 SUSア ジャスターボルト

口 曽嫡 87E

イ株式鄭山形屋
T●040牽 0切 末岬六ねRけ Ⅲ l10コ
TEL 0287(59024●  F恵 1確ウ (●0)0“ i
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い規模林発(副消型林家)を活用した、本買′ヽイオマス刊開の林地
残材螺集選鱒システaaln輸 こテrしに !広がう土佳の森お式 r

口 林地残材の収楽延搬システムう1寝調に鷺勧中

月】1収集実極 (トン)

100

大幻■ |

■■々と |

■サい娘

ロ シ ステム禄的前のアンケー ト指累 (約30 世 特全戸アシケー ト)

出慮回甘文円角H封 め )日える山市師有督がおり 半 数以上の方から 「自ら神家を和 に

,ヽ― lBし既 lJという切実な願いが伺えるお果となった。
収集運搬システム成功の要因
収集避俊者を限定せすに 地 域の自伐林家及び山林所有書を中心にNPO 企 業 森 林網含

い てのjLml毎 ため こ れにより槻 で支える 「― RraJに 昇牽した。
「中 !」気楽に楽しみながら多画しようというキャッチフレーズで警及。
「-8L′ 」期 は勘鳴線ユ買開醐瞬串"瞬 を導入 (対価=現 金■地域通貨筆〉
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十
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口 感

O特 定多数の参gtに より0建供韓押率親
② 参暉 が,00A島 「― 鳥巨すと9711rt」になったと答え 鞘醜 鞠鴻 有概 四 (40Aa).

車 ン●●塩 従事者が減り続ける林業界にとつては百期的じ庄察では
③ うヽ 20Fn/円 の日瞑ハを得る方が急増。地域のなくてはならない閣客に成長
④ 委画者へのアンケート結果では 「生活めとめ例Bttuしコ倒田折賢崎J鴨 科め便道 山窮重

難 ,■〕けj町 1勧 年 掲8a醐 8Eヨ博,КJJ幌樽日時確)に日常ヨし質子ヒ
Or目 環理由伐韓療口ぼ的 も毎年開講。県内外から乃名を超える方 が々受話Ⅲ
⑥ 地域の再円の七-7所 な引卜に 対明rた■,名 ネホ に

口 持統可能な木殿 イ`オマスシステムにするには 企業中心の仕組みにするのではなく
徹底した 噌出レステムJ化が重要 地域の雇用 経 済に貫献するシステムに
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読割り配達シミュレーションデータ(配連距離Ⅲ krn)

条件1 配 連距離Ⅲ krn

運搬車:擢トラ及びすクトラック(燃料代自分持ち)

読下イラー需用者への販売を想定

多加者は900～ "oloo頃 まで薪割リユ配選を実施

内訳
新原料代(トン)3000円
土培手数料 保管(42嬢)料(トン)2∞ 0円
アル′fイト料5m円 ヨ読販売価格(トラ)10∞ 0日(HO同/kg)
アルtイト料7的 円=続 販売価格(トン)12∞ 0円(Ⅲ2円/kビ)

(以下8月以降実施したデータ)

鬱lI人数 (延べ) 爺罰り配選曇(トン)
1人あたり7ル イヽト料(し)

Y50 0 Y7● 00

3月 0 iB ,0000 ,41 0

9月 9 134 71竹 4 10422

10月 22 244 5545 7764

計 4● 550 γ0975 γ9705
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